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⼈に届く⽀援を
★誰を⽀援するのか→⽀援を必要としている⼈。
⽀援する側（⾃分）のやり甲斐はとても重要だが、その熱量を
⾃⼰満⾜で終わらせず、⽀援に乗せることが⼤切。
仕組みは重要だが、仕組み作りは⽀援ではなく、⽀援の道具。
仕組みの向こうに⼈が⾒えているかが⼤切。
仕組みをつくる時、⼀⼈ひとりにあったメニューになっているか、
常に気を配る。

★どう⽀援するのか→本⼈に「寄り添う」「伴⾛する」「応援する」
同じ⽀援メニューでも⼈によってどう響くか、どう反応するかはそれぞれ。
「正しさ」を求めると失敗が起こる。
「応援」に失敗はない。

★何のために⽀援するのか→その⼈の暮らしが成り⽴つために。
いずれ⽀援が不要になってもいい。⽀援が続いてもいい。
要はその⼈の暮らしが成り⽴っていけばいい。
その⼈の⽇々が少しでも充実していけばいい。
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【⼤切なこと】



⾃⽴
それぞれの⾃⽴。
⼈の⼿を借りずに１⼈で何でもできること。でもいいけれど、
いろいろな仕組み・つながりを活かしながらその⼈なりの⽣活を
成り⽴たせること、でもいい。
「社会的孤⽴」から抜け出して、つながりを持って、その⼈なり
の⽣活を成り⽴たせることが⾃⽴。

就労⽀援
フルタイムの就職につなぐこと。でもいいけれど、
その⼈なりの⽣活に就労の場⾯を組み⼊れてその⼈なりの⾃⽴を
実現すること、その⼿伝いをすること、でもいい。
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【はじめに】



就労⽀援メニュー

つかう
あれば、「つかう」。

つくる
なければ、「つくる」。

つなぐ
⾃前ではなく「つなぐ」でもいい。
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【はじめに】



あれば、「つかう」。
なければ、「つくる」。

でも、「つかう」ための資源がなかったり、「つくる」ための余⼒がなかったり。
そんなときでも「⾃⼒でやろう」と気張るとしんどい。
それは、「頑張りなさい」「しっかりしなさい」「働きなさい」と⾔われるとしんどい相談者の
状況にも通じる。

でも、私たち（⽀援する側）は孤⽴していない。私たちには知る機会がある。
私たちは「つながる」ことができる。
私たちが「つながる」と、つながった私たちは相談者を「つなぐ」ことができる。
私たちが知っている「⼈・プログラム・事業」につなぐことができる。
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【つなぐ①】



⽀援する側の⼈数が少ない場合
→⾃前でできることが少ない。
→他の「⼈・プログラム・事業」につなぐことができれば⽀援の多様性は⼀気に広がる。

参加者の⼈数が少ない場合
→複数⼈数を集めてセミナーや作業を⾏うなどの⽀援ではなく、１⼈を対象の個別
⽀援が中⼼になる。
→他の「⼈・プログラム・事業」につなぐと、こちら側からの参加者は１⼈でも、その⼈は
集団プログラムを含めて多種多様なプログラムに参加できる。
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【つなぐ②】



同じ⽀援メニューでも⼈によってどう響くか、どう反応するかは
それぞれ。
同じ⽀援メニューが同じ結果をもたらすのではなく、⼈それぞれ。

何が「意欲喚起」になるかは⼈それぞれ、あらかじめ決まって
いない。
⼤切なことは、⼈それぞれの「ここだ︕」を⾒逃さないこと。
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【意欲喚起】



・企業実習。挨拶行って、実習組んで、でも参加する人がいない。。。

・企業見学。積極的に押したのに、相手が引いてこなくなってしまった。。。

・「生困就労準備 → 生困就労支援 → 生保就労支援 → 生保就労準備
→就労移行」の流れの果てに怒り出した。。。

・パソコンセミナー。これは自分には簡単すぎると言って、参加しながら
周りの邪魔。

どうしてだったんだろう・・・。。。
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【失敗例】



★ １．道の駅に就労（50代⼥性。⺟の介護を終えた）

★ ２．点字ブロック制作会社に就労（４０代男性。
⼈からどう⾒えるかとても気になる）

★ ３．お仕事応援企画

★ ４．原付き講習

★ ５．マスクづくり（内職）
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【成功例】



★ １．道の駅に就労（50代⼥性。⺟の介護を終えた）

★ ２．点字ブロック制作会社に就労（４０代男性。
⼈からどう⾒えるかとても気になる）

話すことがいかに⼤切か
想いを表すことがいかに⼤切か
⾔葉に紡ぐことで、⼈は⾃分で分かり、⾃分で
⾒つけ、⾃分で進んでいく、そういうこともある。
その機会を⽣み出しそこに⽴ち会うこと、
それが⽀援の出発点。
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【成功例１と２】



★お仕事応援企画 （２⽇で構成）

【下ごしらえ】
１．受け⼊れ側と密につながる（現に求⼈がある所。地元ならではだと必要性
や継続性が⾼い。沖縄だと観光産業など。例︓ホテル客室清掃）

２．その求⼈に興味のある参加者を集める（集団凝集性）
【１⽇⽬】
１．求⼈先を紹介する
２．現に働いている⼈の話しを聞く（参加者たちと同様に⽣活困窮や⽣活保護
だった⼈）

３．求⼈先の話しを聞く（現に働いている⼈の働きぶりを中⼼に）
【２⽇⽬】
１．求⼈先を⾒学する
２．希望者はその場で⾯接に⼊る
３．参加者に合わせて仕事を作り変える（⽇数や時間数、業務分解と再構成）
４．その場で採否結果を出す
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【成功例３】
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お仕事応援企画
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合同お仕事応援企画
〜Job Storyは突然に〜

お仕事応援企画 

Job 
storyは、 

に。 

新
し
い
誰
か
と
出
会
お
う
。

「はたらく」を応援。

人

11 / 9 2018 
● 金 

10:00～12:00 

14:00～16:00 

準備セミナー❶ 

準備セミナー❷ 

企業面接会準備セミナー  企業説明・先輩のこえ・相談・面接会 

■場所 新グッジョブセンターおきなわ  
那覇市泉崎1-20-1新那覇バスターミナル6階  

■内容 参加する企業を知ろう！  
求人票の見方を解説！  

■場所 沖縄県産業支援センター 大ホール 
那覇市字小禄1831-1 

■対象 「はたらく」に向かっている人 

■企業 ＪＡおきなわ．マクドナルド．日清医療食品㈱  

沖縄美装管理㈱．沖縄ビル・メンテナンス㈱ 

沖縄ビル管理㈱．(社福)まつみ福祉会 

（公益財団）沖縄県労働者福祉基金協会  

〠900-0021 沖縄県那覇市泉崎1-20-1 新那覇バスターミナル6階 

☏ (098)860-7845  FAX (098)894—7835 

就労サポートセンター 受付時間 平日9:00  17:00 

12 13:30 

受付 13:00 ● 月  16:30 ▶

※参加企業については、変更する場合もあります。 

▶

問い合せ先  

11 / 
2018 

就労支援に本気で関わっている支援員があつまり、 

これまでにはない新しいスタイルで人と人をつなぐ、あなたの「はたらく」を応援する特別な合同企業面接会です。 

     SUPPORT 1      SUPPORT 2      SUPPORT 3 
準備セミナーで心の準備 支援員もいっしょに応援 働いている先輩の講話 

※同じ内容になります。 
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★原付講習 （4⽇間コース）

【1〜3⽇⽬】
お勉強・模擬試験・解答・解説

【４⽇⽬】
本試験受験
（送迎して⼀緒に結果を確認、場合によって受験料貸与or調達）

★利点︓
・⾝分証が取得できる
・移動⼿段を⼿に⼊れられる
・履歴書に書けることが増える
・⽣活にリズムが⽣まれる
・内⾯に⾃信が⽣まれる
・仲間ができたりもする

14

【成功例４】
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原付講習
H29年度 就労準備講習 

 

②開催日時・内容 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月2６日(水）・28日(金)・31日(月)

８月１日(火)～３日(木) 

10:00～1５:00（適宜休憩） 

・テキスト、講義、インターネットを活用して説明・模擬問題を解く。 

・講義最後の 1時間は、本番同様 30分間の模擬テストを実施。 

その後、解答・解説。 

８月４日（金） 

７:00～1１:00（移動・受験） 

(自宅場所・送迎により時間異なる) 

・8時 30分までに会場着○必、社用車にて受験者と運転免許センターへ 

移動。 

・受験開始。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

主催・共催：沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター北部   TEL：43-0240 

沖縄県おしごと応援センターOne×One（ワンバイワン）中部サテライト  TEL：098-923-0078 

運転免許がなく、就職活動や通勤が困難な方を対象に 

「原付免許取得直前講習」を開講し、就職活動の支援を行ないます！ 
 

①受講資格 

  ☆就職意欲があり、原付免許取得後、就職活動に活かしたい方 

☆16歳以上で、日常の会話を聴取出来る方 

☆両目 0.5以上、または一眼が見えない方については両目の視野が左右

150度以上で、視力が 0.5以上（眼鏡・コンタクトレンズ可、赤色・

青色・黄色の識別ができる事） 

 

定   員： 10名 ※定員に達ししだい締め切り 

募集期間：2017年 7月 26日(水)・28日(金) 

31日(月)・8月 1日(火)～8月 4日（金） 計 7日間 

実施場所：共済会館(官公労) 2F 会議室 

【お問い合わせ・お申し込み】 

沖縄県 就職・生活支援パーソナルサポートセンター北部 

〒905-0017 名護市大中 3-9-1 官公労(ろうきん) 2F 

TEL：43-0240／FAX：43-0260 （担当：新里・赤嶺） 
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【メニューづくりの具体例】

★相談者の視点→   例︓⼯場⾒学
★相談員の視点→   例︓原付講習
★地域の視点→ 例︓百⾦⾷堂
★マッチング→      例︓お仕事応援企画
★オーダーメイド→例︓⾜でかせぐ

★複合型
◎畑作業→収穫→出荷→販売→収⼊
◎⾷糧⽀援で連携のNPO→ボランティア

＋
就労訓練

＋
就労移⾏⽀援
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百⾦⾷堂

那覇市就職・生活支援ﾊﾟｰｿﾅﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ　担当：山川・赤嶺・富名腰

【セミナー風景写真】

百金食堂就労体験セミナー
ボランティア

就労支援セミナー　報告書

 平成29年2月3.10.24日
 午前11時～午後13時

那覇市PS就労支援員

真地団地自治会

3日２名.10日2名.24日2名

セミナーの目的・意義

・他の人のために自分を役立てることに目を向け、自己有用感を
高める。
・社会の一員として地域に貢献する。
・社会の多様性を受け入れ、互いの個性や意見を尊重することを
学ぶ。
・コミュニケーション力を身に着ける。
・お互いに支え合うという気持ちを養う。
・就労場面の疑似体験

セミナー名

開催日

開催場所

講 師

参加者

セミナースケジュール

節分の日には、豆やちらし寿司が提供されていました。 見本を見ながら、配膳もれが
ないよう気を配ります！

ちらし寿司をうちわで扇ぎ冷ま
しています。

11：00～12：00 配膳準備

12：00～12：30 盛り付け、配膳

12：30～13：00 食事(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方たちと)
13：00～13：30 振り返り

≪セミナーの効果・成果・課題≫

2/3

・配膳の準備では、効率的に迅速に行う事ができるか作業能力を確認することができた。

・配膳の仕事では、周りに気を配りながらお膳の上げ下げのタイミングを見たり、急須のお湯補充など、自

発的に行動できる人とそうでない人がいた。本人の可能性や課題を振り返り、今後の就労支援の参考にして

いきたい。

・食堂を利用している方やボランティアの方々からとても厚い感謝の言葉を頂いた。セミナーの目的である

「自己有用感」を実感できたのではないかと感じた。

・はじめてのセミナーでもあり支援者も手探りの状態でのスタートになったが、あらゆる場面設定が可能で

あり（指示系統の確認と遂行力・配膳の際のコミュニケーション・流れ作業の動作スキル確認・自発性の有

無確認など）様々な要素が複合的に存在する為、就労支援セミナーとして大きな可能性を感じた。

2/10

・飲食店として金銭も発生しているため、参加者の衛生面の管理を徹底する必要がある（就労場面の一環と

して本人に意識をしてもらうのも忘れずに）。

・内向的な参加者で困った時に自発的に行動するのが難しい方が、繰り返し参加することで自分か

ら困った時に声をかけて問題解決を行ったという良い成果があげれた。

2/24

・セミナーが終了し現場から撤収する際に各支援者で食堂スタッフへ挨拶に回ったが、次回からは参加者も

同行し挨拶に回りたいと思った。その狙いとして挨拶に回った際に食堂スタッフから「お礼」を言われたた

め、その温かい交流を是非参加者にも味わってもらい「必要とされている感覚・意義のある活動」を感じて

欲しい。

・自発的に行動できる方に関しては、振り返りの際にその状況を伝え返し、当たり前にやっている

ことも、向社会的な行動としての理解を促しフィードバックをかけ良い感情を持ち帰れるように仕

掛けを作った。



★ハルサーセミナー

畑作業→収穫→出荷→販売→収⼊

１．畑作業（収穫や出荷の準備）
２．収穫
３．出荷
４．販売（道の駅や直売所など）
５．収⼊（⾃分で働いた結果が⾃分に還ってくることを実感する）

⇒◎それぞれの作業で参加者それぞれが得意不得意を⼿に⼊れる

18

【複合型】



１．畑作業（収穫や出荷の準備） ２．収穫

３．出荷の準備 ４．販売
19



【就労⽀援像】

⽣ 活 困 窮 度

本⼈の状況に応じて、
それぞれの資源と連携する

就
労
へ
の
距
離就労⽀援
「本⼈と同じ⾵景を⾒る」

福祉事務所と
連携

各支援機関と
連携

高

遠

近

低

⽣活保護の就労⽀援

就労訓練
（中間的就労）

就労準備⽀援

⽣活困窮者の就労⽀援

就労困難者の就労⽀援

無料職業紹介

HW等による
就労⽀援

仕事先⽀援
就労定着⽀援

20
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⽣活保護の就労⽀援例
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就労訓練認定事業所
ByX �aJ ���9

¶ÈÅW¥y W¥£#[E��

kg��#`q�N��rĘ�tÍ�VÍ
¯V�ØK
æ�a
kg��#`]%�lOa�Ę���«
��a�Ú# lO

¶ÈÅW¥y <�RQ�aJÄÃ´Â¿´ÂÁ �v�ØtiÍtui�Ø��

¶ÉÅ �B e��¥%(���aJ
áãäØ¦

T��-Øs+S	Í��,Ø��

·ÆÅH�X ćúďÞáÑāēø
ćúď�56lOØ��Ĕÿìõïē
Āēĕ
ĀăĎùðõĆēõØlO��

·ÆÅH�X e�ª7���A*
xGĘ÷îď�ØhÐĔhÐ*ĕÝÕÙ¤�
0GĘ÷îď�è÷îďÕÕÞb×L
ÍÝ
ÕÙKÕÕÞ�a

·ÇÅ��X ûëóēāõöđ÷ēÕéÜÜ
¯±���T�ÖØlOĒhoØK�Ð
�

·ÇÅ��X [E��²_?ua uaD^qØ��×âå���a

·ÇÅ��X U©��²þċēčùïēčđý
Ďē

ðĎēþđña�

·ÊÅe�B ÀÌÏçÔ ¡�a��
ĔS%Í��Í��äÍdàä�ĕ

·ÊÅe�B
ûëóēāõöđ÷ēÕéÜÜ
ZW

¯±���T�ÖØlOĒhoØK�Ð
�

·ËÅ3§nB
ÛæÏÐûëóēāõ¨wØ
8

ûëóēāõÖØ®���Ē
j��ĒP
f��ÍĐðĎíēôČđÍĎÿāĎRQ�
Ø����Î

·ËÅ3§nB ÛæÏÐûëóēāõ3§n
ûëóēāõÖØ®���Ē
j��ĒP
f��ÍĐðĎíēôČđÍĎÿāĎRQ�
Ø����Î

·ËÅ3§nB ñďēĄćēĉÛæÏÐ
ñďēĄćēĉÖØ®���Ē
j��Ē
Pf��ÍĐðĎíēôČđÍĎÿāĎRQ
�Ø����Î

·ËÅ3§nB ÛæÏÐûëóēāõ¨w
�|{;F&ûëóēāõÖØ®���Ē

j��ĒPf��ÍĐðĎíēôČđÍĎ
ÿāĎRQ�Ø����Î

¸ÆÅ��y .b�&�aJÓÝÐå

6��aĘßàÒØ\�ä�aÍK�ä}
°Ø~Ñ�aàčùĂđñ�aÍøčôØ
Mä¢Þ�aÍìòđØ\�ä�aÍpÑ
�è
æå��ä�a
6-�aĘz�aÍĎóëðď�aÍĈõ
úêđñ�aÍ��ćēĉØ=6ØlOà
ąùýĊëïđñ

J$% 4T&

W¥y>@¶¹¸· ¬v

 �B'·³¶·³¸
m|Ćëđüā
ď·µ¸�

¬v

 �B/Y·³·³¶ ¬v

H�X12:�
¶º½½ ¬v

H�X1>w
¶º¹½³¶ ¬v

��X1�)º½¼ ¬v

��X1C"!
¸¶º»

¬v

��Xc�Ėėė ¬v

e�B¯�¹³·¹³
¸¹

¬v

e�BZWº³¶¸³
·µ ¬v

3§nBI|¸³
½³·¶ ¬v

3§nB3§n
¶³¶³· ¬v

3§nB¨w¶³
¹³¾ ¬v

3§nB¨w¶³
¹³¾ ¬v

��y1�¨
»º¾³· ¬v

ĈĔĒ��W
�Úº���nÔŉŴōşŊ
ŉ

�Ú%az(
źŕŹŝ�iěü4�ĠěSKĶ�įĦěà
ŋŗĶ�fěœŭŰŢŒŹŕűŷěü�Ķì
¾ě�¾ěü��%ě.½ŒŉěàŋŗĿ
|Æ®Ķ'�%Ż

ĈĔĒ��W
�Úº���nÔŉŴōşŊ
ŉ
å`ųŤťųŞŹŕűŷ

�Ú%az(
ź|Æ�%ěg��%ěü��%ěŵŐ�
'ěŕŹŝ�iěì¾ě�¾Ż

ĈĔĒ��W şŋŔŹťŗĭŀłĨŇ
�ÚË%ěÏGŃě�Am�ěÍ�Ú»Ĳ
Ķ�ÖźĢĩľĺŃŻ®

ĈĔĒ��W
¨�¬©��ā#�¬©�
tĶI�¼8

ü�Ķ��Ħě�f

ĈĔĒ��W v[�¨ā�^
ŬŜŠĶ��®ĂV@�Ż
púĶm�®Ă�(`�ă

ĈĕĒÛÏ<W ~¸èÞůŷŞšŷŗv[�¨ èÞ�fěóÂĴĳ

ĈĖĒ�î��
¨�¬©��
~¸¢ß�ôL»¬©*�

ß�ôL»Ķ¬©ņ �ĲĪń¨�¬©
�zĵ�ń�(Ë%®

ĈėĒ+û-� ~¸Ìrāv[�¨ Ìr�zĶË%

ĈĘĒ´�W +ë�ò
ę6pýz(
Ě�Úě¡ÚË%z(

ĉēĒêÎW ĹŅğĠşŋŔŹťŗ7@
şŋŔŹťŗıĶü��%Ÿ���%Ÿg
��%ěŵŐųŌŹŕűŷěųŤťųkj®
Ķ�Ú�¿Ĝ

ĉēĒêÎW ĹŅğĠşŋŔŹťŗFu-
×¤�P]:şŋŔŹťŗıĶü��%Ÿ
���%Ÿg��%ěŵŐųŌŹŕűŷěų
Ťťųkj®Ķ�Ú�¿Ĝ

ĉēĒêÎW őŴŹŨŪŹŮĹŅğĠyâ
őŴŹŨŪŹŮıĶü��%Ÿ���%Ÿ
g��%ěŵŐųŌŹŕűŷěųŤťųkj
®Ķ�Ú�¿Ĝ

ĉēĒêÎW R&kjŘŷřŹŁĤ

Ù�Ò·ě�fÒ·ěá�zź±cŃěśŲ
ŕcŃŻěūŗŞŊŷőě�Zµ1ěīĸÊ
ÕĽěŶŹŐŎŋŚŷŗě�%Ë%ěÁĶ 
Ä��ěťŹŴŖűŜŏ�xěğĢĨÊŲũ
ŴÝŃ

ĉēĒêÎW êÎ9=¬©�z`ģĹġ
ęlØ\®şŋŔŹťŗeQ2ĶË%
Ě�f�zĶbÇ¦�ě�zË%

ĉēĒêÎW
��Ü5��
~¸¢&�»¬©>ï*�
R&ŔūŹŠŘŷřŹ

�(Ë%źpúm�ĵ�ġŦňŋųŷőĿ
«m�ěđďņ��ĩĬ²,Ĵ�$�z®Ż

ĉēĒêÎW
¨�¬©��ĻĮļ¬©�
wTÃĝ�ĵ�Ĥń�Ğħķĥł


z�'ź�ùě¶¹ě�_®ŻĶ�Ñěť
ŖţŗŬšŹěœŭŰŢŒŹŕűŷěśŹŮ
ŶŹŐě¨�¬©�_ěöÖP]ěhæĜ
"�»źþĀ»ĿôL»ŻĵPĩİěÐOŸ
ÓðŸ!sŸ?0ě��Biě��Ķ�%
ź��Ÿ�dŸ�ÿ®ŻěoÉ�%ěß�Ķ
mN�%ź�øŸ.½ŒŉŸmÿŸ)³®Żě
C �%ěœŭŰŢŒŹŕűŷě�Am�
źŕŹŝ�iŸßâm�Ÿ�fŸ�AÙmŻě
M�źü�ě��ěfóŻěà�°�ěà�
çÆěäãěH�§�ěÈ�°�ěnÔ°
�ě�AP¯ěŠŲŧŴq�ñ{ěèÞ�
å�ĶéG

ĊēĒ¥;W
v[�¨ā~¸ŚŋŒŷ
�îTkX

JKŸ��ë�fz(

��W�ªĉĄĆċĄ
Ć

÷õ�

��W�ªĉĄĆċĄ
Ć

÷õ�

��W�ªĉĄĆĄ
ĈĄĆĐ

÷õ�

��W#�ĆĄĆĆĄ
ĆČ

õ�Ÿ
÷õ�

��W��ĊĄĆĎĄ
č

÷õ�

ÛÏ<W�À�
ĊĆĎĄĆ

õ�

�î��	Y
ĆąĈčĄĆ

÷õ�

+û-�E�<
ĊČČ

õ�

´�WE£uí
čČą

÷õ�

êÎW7@čċćĄĆ ÷õ�

êÎWFu-ćĄ
ĆċĄĆĊ

÷õ�

êÎWyâćĄĈąĄ
ć

÷õ�

êÎW£3}ĈĄ
ćąĄĆč

÷õ�

êÎW�UćĄĆĉĄ
ĆĆ
D��UťŴżŽ

÷õ�

êÎW�UĆĄĆĊĄ
ĆąĄĈĐ

÷õ�

êÎW/�Å
ĈĎĉĄĆ

÷õ�

¥;WE¥;
ĉćąĄĆ

÷õ�



23

就労準備⽀援例
     沖縄県就労準備支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム例 

ウォーキング 協働ゲーム ハローワークへ行ってみよう 

事前確かめま表 伝達ゲーム 求人票を見てみよう 

学び直し 企業見学 福祉まつり参加 

からだほぐし・卓球 原付講習 クリスマス制作 

レク体操 ＩＴ社会を楽しみ隊-ＰＣ- 重機体験 

カードスピーチ こんなときどうする-ＳＳＴ- お金のワークショップ 

報連相 職業訓練ガイダンス マイ箸づくり 

就労体験～チラシ折り～ 認め合うこと（アサーション） ジモトを知ろう 

就労体験～パン作り～ ジムに行く 救急救命講習 

就労体験～うどん作り～ 図書館へ行く コンセンサスゲーム 

就労体験～調理実習～ 花植え BE トレーニング 

就労体験～ポスティング～ お茶会 リアセックカード 

就労体験～古紙回収～ デコパージュ キーワードゆんたく 

就労体験～小物づくり～ ボランティア作業 十人十色（アサーション） 

就労体験～学食調理～ ヘアカット 就労経験講話 

就労体験～ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ～ スポーツレク ドライブ 

就労体験～印刷業～ ボードゲーム おそうじ 

就労体験～畑作業～ 調理実習事前会議 グランドゴルフ 

場 所：南風原町 

担 当： 友利 ・ 宮里 ・ 新垣 

ｽﾀｯﾌ携帯 

☎080－6485－9521 
 

主 催：沖縄県 就職・生活支援 

パーソナルサポートセンター南部 

住 所：南風原町与那覇 115-1  

☎：098-851-7105 FAX：098-851-7303 

※必要に応じて、個別ニーズに応じて、 

記載していない内容の 

プログラムも実施します☆ 
気になること、不安なことがあれば 

いつでも相談してくださいね☆ 
（例） 
 ・久々に運動したい ・やる気が起きない 

・お試しで１日働いてみたい 

 ・人が苦手どうしよう ・自信が無い 

 ・地元以外に行ってみたい 

・外に出たくない 

  

 

 

 

 

基礎づくりの期間。 

講習はまずは２時間程度、規則正しい 

生活習慣や基礎体力づくりから始めましょう。 

規則正しい生活習慣を取り戻すために、コース 

開始は毎日決まった時間です。 

 

社会生活自立に向けて、 

人とのやりとりのための基本的な技能の習得に 

移行し、多彩なワークを通して社会生活に 

必要なコミュニケーション能力を磨きます。 

 

少し未来の自分の姿を描き出すための 

「想いのマップ」作成等を行い、総合的な課題に 

取り組みます。 また、ボランティアや企業見学、 

就労体験などを通して、講習終了後の就労を見据えた 

仕上げを行います。 

～就労準備プログラム～ 
 

それぞれの 

自立へ向けて… 

※この事業は生活困窮者自立支援制度に基づき、(公財)沖縄県労働者福祉基金協会が受託・運営しています。 

就労生活自立 
 

社会生活自立 

 
日常生活自立 
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⽣活困窮の就労⽀援例
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就労困難な⼈の就労⽀援例
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就労困難な⼈の就労⽀援例（企業実習）
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★最⻑20⽇間（同⼀企業でも複数企業でもいい）

★1⽇から20⽇まで参加⽇数は選択可能
★1⽇当たりの時間数や実習内容は調整可能

★企業実習受け⼊れ先への受け⼊れ対応費⽤︓
1⼈1⽇1,000円

★企業実習参加者への実習⼿当︓
最⼤1⼈1⽇4,000円（週払いも可）

企業実習
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★活⽤のしかた︓

とりあえず事業所をストックしておくのではなく、
◎げんに求⼈があって、
◎特性や特徴のある⼈を受け⼊れる素地があって、
◎相談者でマッチングしそうな⼈がいる。

★理想
◎職業紹介側、⽀援機関側、双⽅からアイディアを

持ち寄って積み上げていく。
（単独でできることはわずか）

無料職業紹介



29

★ 企業データベース購⼊⇒資料郵送⇒テレアポ
★ 電話データベース購⼊⇒資料とアンケート郵送
★ ハローワークの求⼈情報から
★ 知り合いから

個々⼈の知り合い・業務上の知り合い・相談者の就労先
⇒経済団体（中⼩企業家同友会・商⼯会）

★ 相談者へマッチングする所を新規に

★ 個別⽀援
包括⽀援
業務分解（業務再編）
ジョブサポーター こういうことに理解のある（ありそうな）所

企業開拓



つかう、つくる、つなぐ

◎⼈に届く⽀援を

30

2021年度

まとめ



記入日： 那覇PS

記入者：

性別

決まった時間に起きる

規則的な生活をおくる

歯磨き・顔洗いをする

理由も

TPOに合わせた服装ができる

３　２　１

提案された中身について受け応え
ができる

３　２　１

まず最初は？

TPOに合わせた言葉遣いができる ３　２　１
間隔は？

３　２　１

職歴を説明できる ３　２　１
支援員は何を？

希望を表明できる

約束を守れない時連絡する ３　２　１
何回？

仕事について報連相ができる ３　２　１

移動手段を持っている 有（　　　） 無 何を？
移動方法を知っている ３　２　１

他の人を手伝う ３　２　１

他の人と強調して動く ３　２　１
誰と？

携帯電話を持っている 有  　無

就
労
準
備
度

就労活動に意欲的 ３　２　１
どこで？

元気がある ３　２　１

積極性がある ３　２　１
誰が？

働いたことがある 有  　無

働いていない期間 　年　　ヶ月

いつ？

手伝ってくれる友人・知人がいる 有  　無

資
格
・
職
歴

運転免許を持っている 有  　無

資格を持っている 有  　無

取りたい資格がある 有  　無

生困自立のアセスメント、他機関からの情報のうち、就労に関して重要な点
困った家族がいる 有  　無

DV被害がある 有  　無

手伝ってくれる家族がいる 有  　無

働く上で配慮が必要な場合それを
表明できる ３　２　１

環
境

介護の必要な家族がいる 有  　無

育児の必要な家族がいる 有  　無

手帳を持っている 有（　　　） 無

特性がある 有  　無

特性の可能性がある 有  　無

有  　無

通院している 有  　無

服薬している 有  　無

依存がある 有  　無

　　短期目標　　

健
康

病気がある 有  　無

怪我がある

約束を守る ３　２　１

必要があれば外出する ３　２　１

法律を守る ３　２　１

体力がある ３　２　１

社
会
生
活

あいさつする ３　２　１

会話する ３　２　１

決まりを守る ３　２　１

３　２　１

食事を取る ３　２　１

３　２　１

読み書きができる ３　２　１

働くうえでの課題　（本人希望） 解決方法
生活費がある ３　２　１

３　２　１

　　長期目標　　
今の様子 できる度 まとめると

日
常
生
活

住むところがある 有  　無

食べるものがある ３　２　１
優先度

【就労支援マップ】 名前

☆出発点は生身の人間だよね☆  年齢    歳

ネガ・ポジ 
視点もね！ 


